
福島第二原子力発電所の復旧状況について
 （１号機復旧完了に伴う最終報告）

２０１３年６月１３日

福島第二原子力発電所
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はじめに

当社では，平成23年12月26日，緊急事態応急対策完了を受け内閣総理大臣からの「緊急

 事態解除宣言」が発出された以降，平成24年1月31日に「原子力災害事後対策」に関する

 計画である「復旧計画」を策定し，これに基づき計画的に復旧を実施してきた。
平成25年5月30日に1号機における冷温停止の維持に係わる設備等の本設復旧が完了した

 ことから，福島第二原子力発電所における「原子力災害事後対策」が全て完了した。

■対応の流れ
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・冷温停止の維持に必要な設備：残留熱除去系，原子炉冷却材浄化系および系統に付随する補助系の電源設備と
非常用ディーゼル発電設備，非常用電源系，直流電源系

・保安規定遵守に係わる設備

 

：地震計，非常用ガス処理系の電源設備，放水口モニタ

「冷温停止維持をより一層確実に実施する」という観点から，「緊急事態応急対策の実施状況

 に係る報告」における「冷温停止の維持に必要な設備」及び「保安規定遵守に係わる設備」に

 ついて本設設備へ復旧する。

冷温停止維持をより一層確実にするための復旧工程

基本方針と現状

■基本方針

(凡例)▽：完了

４号機

３号機

２号機

１号機

平成24年度平成23年度
福島第二原子力発電所

下期上期下期

▽

▽

▽

▽

本設設備

への復旧

共通設備 ▽

上期

平成25年度

H24.5.17復旧完了

H25.2.15復旧完了

H24.10.11復旧完了

H25.2.18復旧完了

H25.5.30復旧完了
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■管理体制

防災組織に基づく体制により，計画・進捗管理の徹底，仮設設備の健全性維持および本設への

 復旧，さらには，作業員への安全管理，放射線管理の徹底を図るなど，適切な管理に努める。
また，災害発生に備え，常時初動対応要員を確保し，災害に対し万全を期している。

《復旧活動の管理１》管理体制

【平日・勤務時間における管理体制】 【休祭日・夜間の管理体制】

休祭日・夜間当番者

（１７名体制で対応）

全
員
招
集

【初動対応内容】

・通報連絡

・瓦礫撤去の為の重機運転

・中央制御室機能維持や原子炉への注水実施

 
を目的とした，電源車の運転・接続

・初動モニタリングの実施

 

等

参集

初
動
対
応 災害発生時

要員参集後，随時災害対応活動開始

（必要に応じ，協力企業も活動実施）
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《復旧活動の管理２》計画・進捗管理

計画・進捗管理

「発電所緊急時対策本部情報共有会議」や「復旧工程検討会」を活用し，計画・進捗

 管理，仮設設備の管理，安全管理，放射線管理，品質管理等を実施してきた。

・「発電所緊急時対策本部情報共有会議」・・毎日朝・夕に開催される会議。日常管理（当日の作業予定・実績），復旧計画に基づく
計画・進捗管理，仮設設備の管理，安全管理，放射線管理，品質管理を実施している。

・「復旧工程検討会」・・毎週定期的に開催される検討会。作業の進捗状況確認を実施している。

発電所緊急時対策本部情報共有会議

４週間作業工程の確認プラント状況の確認

安全活動の確認

放射線管理状況確認
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《復旧活動の管理３》仮設設備の維持管理

仮設設備の維持管理

「発電班による日々の巡視点検」に加え「復旧班による月２回の目視点検」さらには，

 設備診断技術の活用によって健全性を把握し，維持管理に努めた。

・「設備診断技術の活用」
仮設電源や仮設ケーブルに対しては「赤外線サーモグラフィ診断」により，接続部・敷設状態に異常が無いことを確認。
本設設備における，ポンプ・電動機など回転機器に対しては「振動診断」「赤外線サーモグラフィ診断」「潤滑油診断」に
より状態監視を実施，設備の健全性維持に努めた。

なお，診断結果は，１回／週の頻度で，発電所緊急時対策本部情報共有会議に報告している。

設備診断技術・・赤外線サーモグラフィ診断例
全体

仮設ケーブル

仮設ケーブル部

設備診断技術の実施状況
診断方法 原則頻度（※） 評価内容 対　　応

赤外線サーモグラフィ診断 ６ヶ月／１回 正常 原則頻度で点検
振動診断 ３ヶ月／１回 監視強化 傾向監視強化を実施
潤滑油診断 ６ヶ月／１回 注意 設備所管箇所に情報提供，点検立案指示
※診断結果により診断頻度を短縮して監視を強化している。 異常 設備使用中止を指示

評
価
実
施
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《復旧活動の管理４》安全管理

福島第二原子力発電所で働く協力企業と共に，「作業安全」「人身安全」「火災災害

 防止」等に取り組んでいる。

安全管理

・「安全活動計画の策定」，「安全パトロールの実施」，防火連絡会等による「火災防止対策の実施」「作業前安全活動の徹

 
底」等の活動を通し安全活動に万全を期している。

安全推進協議会定例会

安全パトロールにおいては，月平均で約１２件の指摘事項がだされ，改善を実施している。

安全対策実施内容
頻度

1 安全パトロール 2回／1ヶ月
2 安全推進協議会定例会 1回／1ヶ月
3 防火管理連絡会 1回／1ヶ月

実施内容

定例会では協力企業を交え，安全活動の状況

 
報告，今後の運営計画，安全文化への取組方針

 
の周知等実施し，安全確保に努めている。
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《復旧活動の管理５》放射線管理-1

放射線管理

定期的な測定を実施，結果を周知することにより適切な放射線管理に努めてきた。

環境モニタリングカー

所内イントラネットへの掲載，

 
事務本館掲示板への掲示等実施

 
し，敷地内線量当量情報の共有

 
化を実施している。

放射線測定実施内容
頻度

敷地内線量当量率測定 １回／1ヶ月

外部放射線に係わる線量当量率 １回／1日
集積線量当量測定 1回／1週
表面汚染密度測定 1回／１週
空気中放射性物質濃度測定 1回／１週
管理区域全域線量当量率測定 １回／1ヶ月

なお，２の実施内容については，震災前からの継続した取組となる。

2

管理区域内の放射線管理

敷地内（屋外）の放射線管理
実施内容

1
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《復旧活動の管理６ 》放射線管理-2

当該事象以降，異常な値を示すデータは確認されていない。

放射性物質の放出監視
・福島第一原子力発電所から放出された放射性物質の，福島第二原子力発電所における影響について，

定期的な確認を実施してきた。

環境モニタリングポスト
放水口モニタ

平成２５年５月３０日現在

0.01

0.1

1
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H23.2.19 H23.4.20 H23.6.19 H23.8.18 H23.10.17 H23.12.16 H24.2.14 H24.4.14 H24.6.13 H24.8.12 H24.10.11 H24.12.10 H25.2.8 H25.4.9

モニタリングポストNo.1(μSv/h)

モニタリングポストNo.2(μSv/h)

モニタリングポストNo.3(μSv/h)

モニタリングポストNo.4(μSv/h)

モニタリングポストNo.5(μSv/h)

モニタリングポストNo.6(μSv/h)

モニタリングポストNo.7(μSv/h)

（μSv/h）

モニタリングポストＮｏ．７

仮設設備から本設設備に切替

(H23.12.21)

H25.5.30

【データ間隔】

H23. 3. 8～H23.11.10　１２時間に１点

H23.11.10～　　　　　　　　７日に１点

モニタリングポストＮｏ．６

付近のガレキ撤去による指示値低下

(H23.7.14)

福島第一原子力発電所からの放射性物質の

　放出による指示値上昇
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H23.2.19 H23.4.20 H23.6.19 H23.8.18 H23.10.17 H23.12.16 H24.2.14 H24.4.14 H24.6.13 H24.8.12 H24.10.11 H24.12.10 H25.2.8 H25.4.9

1号機放水口モニタ(cps)

（cps）

設備被害により計測不能
　　（H23.7.15に復旧）

H25.5.30

福島第一原子力発電所から放出された
放射性物質の環境への蓄積による影響

検出漕の定例清掃開始
(H23.12.14～)

放水口モニタ指示値の推移（１号機）

波浪による砂の影響
による上昇。清掃を実施。

【データ間隔】
H23.3.8～H23.11.10　１２時間に１点
H23.11.10～　　　　　　７日に１点

本設完了
(H25.2.18)
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《復旧活動の管理７》品質管理-1

社内マニュアルに基づき，設計管理，調達管理等を適切に行い，品質管理の向上に努

 めてきた。

設計管理

標準的な設計管理

信頼性向上検討委員会実施状況 信頼性向上検討委員会

 

具体的な審議内容
（平成２３年３月１１日～平成２５年５月３０日）

・原子炉建屋付属棟および海水熱交換器建屋内の
電源設備の復旧優先順位

・浸水した本設ケーブルについて健全性を確認した上で
再利用する復旧方針

実施回数 取扱案件

25 70
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《復旧活動の管理８》品質管理-2

不適合管理

不適合管理委員会を毎日開催し，是正措置および水平展開等の管理を実施し，業務品

 質の向上に努めてきた。

不適合報告書

不適合管理委員会

GⅠ・・是正措置・予防処置を確実に実施すべき重要な事象
GⅡ・・是正措置を確実に実施すべき事象
GⅢ・・不適合処置のみを行う事象

対象外・不適合として管理対象外の事象

不適合状態確認

不適合件名リスト集約

（平成２３年３月１２日～平成２５年５月３０日）
グレード 発生件数 完了件数

合計 3746 2426

80ＧⅠ

（平成２５年５月３１日８時データダウンロード）

ＧⅡ 209

ＧⅢ 3395

対象外 62

65

142

2157

62
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《復旧状況１》１号機復旧過程(1/2)

平成２５年５月３０日，非常用ディーゼル発電設備Ａ系の社内自主検査終

 了をもって，１号機復旧計画対象の全設備の復旧が完了した。
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《復旧状況１》１号機復旧過程(2/2)
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《復旧状況２》２号機復旧過程

平成２５年２月１５日，残留熱除去機器冷却系の社内自主検査終了をもっ

 て，２号機復旧計画対象の全設備の復旧が完了した。
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《復旧状況３》３号機復旧過程

平成２４年１０月１１日，原子炉冷却材浄化系の社内自主検査終了をもっ

 て，３号機復旧計画対象の全設備の復旧が完了した。
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《復旧状況４》４号機復旧過程

平成２４年５月１７日，原子炉冷却材浄化系の社内自主検査終了をもって，

４号機復旧計画対象の全設備の復旧が完了した。
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《復旧状況５》共通設備復旧過程

平成２５年２月１８日，１・２号放水口モニタ設備の社内自主検査終了を

 もって，共通設備対象の全設備の復旧が完了した。
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１号機復旧状態

《復旧状況６》１号機復旧状態

原子炉冷却材浄化系

復

 旧

 前

復

 旧

 後

仮設ライン接続中

本設復旧完了

所内電源（Ｐ／Ｃ

 

１Ｃ－１）

復

 旧

 前

復

 旧

 後
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原子炉施設の損傷状況の把握

福島第二原子力発電所
平成23年度 平成24年度

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

原子炉格納容器内

 
目視点検

１号機

２号機

３号機

４号機

▽

▽ ▼８月２９日～１２月２１日

１２月２７日～２月２８日

■目的

●原子炉格納容器内における冷温停止維持に必要な設備の健全性を確認

し，現在の冷温停止をより確かなものにする。

■実施内容

●原子炉格納容器及び原子炉格納容器内部の設備（原子炉再循環ポンプ，

電動機などの機器や，弁や配管など）の健全性を目視にて確認

■目視確認結果

●原子炉格納容器内の各設備・機器・配管等に大きな変形・損傷等はな

く，冷温停止機能に影響を及ぼすものはなかった

▼

▽２月１４日～４月５日

３月６日～5月29日 ▽

４号機ペデスタル部

▼

▼

格納容器内点検

全号機点検が終了し，格納容器内設備に問題となる損傷は確認されなかった。全号機点検が終了し，格納容器内設備に問題となる損傷は確認されなかった。
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影響評価のスケジュール

《 NISA指示文書対応１ 》停止前における温度・圧力の影響評価（その１）

緊急事態解除宣言発出時に原子力安全委員会から留意事項として出された４項目を踏まえたＮＩＳＡ（原子

 
力安全・保安院）指示文書について，復旧計画に記載のとおり的確に実施している。

なお，留意事項に記載のある，通常と異なる圧力・温度等履歴による影響については，計画書を制定し，対

 
象系統の抽出を行い影響評価を実施した。

4号機

まとめ

ステップⅡ
評価の実施

影響評価スケジュール

ステップⅠ
評価対象系統の抽出

1号機

2号機

3号機

下期

平成23 年度 平成24 年度

上期 下期

平成25年度

上期

(凡例)▽：完了
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影響評価（ステップⅡ）フロー図

《 NISA指示文書対応１ 》停止前における温度・圧力の影響評価（その２）

●評価対象系統の抽出後（ステップⅠ），以下の手順で影響評価を実施

No

Yes

設計値超過機器

ステップⅠ抽出系統

冷温停止維持に必要な系統 評価対象外系統

Yes

No

　復旧完了までに
機器未修理または
　機器未交換

No

Yes

評価対象系統

評価対象外機器

評価対象外機器

影響事象確認

・確認方法の決定

・判断基準の設定

「弁」「配管」

　以外の機器

機器の健全性を確認

No

Yes
代表機器の選定

（弁・配管）

○原子炉除熱機能喪失，

 

圧力抑制機能喪失（１，２，４号機）

○使用済燃料プール冷却機能喪失（１～４号機）

※１　ステップⅠの評価結果

１号機 ２号機 ３号機 ４号機

評価対象系統抽出数 59 60 32 62

※１
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《 NISA指示文書対応１ 》停止前における温度・圧力の影響評価（その３）

影響評価結果

確認結果および判断基準に基づき評価を実施し，各設備機器および原子炉格納容器内

コンクリート設備の健全性に問題ないことを確認した。

以下に，号機別の健全性評価結果を示す。

１～４号機評価結果

機械設備
＊１ 電気設備 計装設備

１号機 19 1 7 良

２号機 17 1 6 良

３号機 0 3 5 良

４号機 18 1 7 良

評価系統数
評価結果

＊１：コンクリート設備を含む
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原子炉建屋の概要図

温度分布解析による

健全性影響評価

凡例

コンクリート

内部温度

（単位：℃）

【評価結果】

格納容器内の温度測定データを入力とした解析モデルに

 
て、コンクリート温度分布解析を実施した。

その結果、コンクリート表面付近の最高温度は１４０℃

 
程度であり、設計における最高使用温度１０４℃を上回る

 
期間は、最長で３日間程度であった。

コンクリートの強度性状については、温度１７５℃を７

 
日間受けた場合でも強度が低下しないという知見がある。

以上より格納容器内コンクリート設備については健全性

 
に問題ないことを確認した。
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《 NISA指示文書対応２ 》自然災害等への備え

訓練等の実施

自然災害に備えて万全を期すために，原子力防災訓練，地震訓練，緊急安全対策訓練を計画的に実施している。
また，個別訓練として，電源車・消防車設備使用における技能向上訓練，緊急時における現場操作対応訓練を適

 
宜実施している。

定期的訓練等を実施し技能向上に努めている。

【消防車操作訓練】 【構内山林への予防的散水訓練】

【緊急安全対策訓練】

訓練等内容 期間／頻度

１ 緊急時演習（総合訓練） H24.2.26～2.27／H25.2.14～2.15

２ 緊急安全対策訓練（全交流電源喪失訓練） H24.2.26～2.27／H24.9.28
H24.10.9～10.10／H25.2.15

３ 緊急呼び出し訓練 H24.2.26／H24.7.11
H25.2.14／H25.4.12

４ 総合火災訓練 H24.2.26／H25.3.21

５ 緊急出動訓練 随時実施（月2回程度の頻度）

６ 消防車等操作訓練 随時実施（月6回程度の頻度）

７ 構内山林への予防的散水訓練 H24.2.13／H24.3.13
H24.3.19／H24.3.26
（以降１回／２週間程度の頻度）

主な訓練実績（H23.12.26以降の実施内容）
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《その他１》緊急安全対策の実施状況（その１）

緊急時の電源確保

ガスタービン発電機車・電源車の構内高台への配備，電源確保手順の策定

●空冷式ガスタービン発電機車（４５００ｋVA／１台）をH24.6末１台と

H24.9末１台合計２台の配備が完了している。

全交流電源喪失や津波による除熱機能喪失が仮に起きても，機動的手段で

 原子炉と使用済燃料プールの冷却が可能。

発電所（高台）に配備した電源車

電源ケーブルの接続訓練

ガスタービン 発電機

発電機車

発電所（高台）に配備したガスタービン発電機車と制御車

発電機車内部発電機車内部

制御車
地下軽油タンク
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《《その他２その他２》》緊急安全対策の実施状況（その２）緊急安全対策の実施状況（その２）

緊急時の最終的な除熱機能および使用済燃料プールの冷却確保

消防車の構内高台への配備，代替注水手順の策定

全交流電源喪失時の予備ボンベ等を用いた格納容器ベント操作手順の策定

がれき撤去用重機の運転訓練

耐震防火水槽からの送水訓練発電所（高台）に配備した消防車

浸水防止およびがれき撤去対策の実施

海水熱交換器建屋扉，タービン建屋扉の強化・水密化

および１５．４ｍ

 
防潮堤の設置

がれき撤去用重機および砕石の配備
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《その他３》緊急安全対策の実施状況（その３）

廃棄物処理建屋

免震重要棟

事務本館

４号機海水熱

 
交換器建屋

４号機

 
原子炉

 
建屋

３号機海水熱

 
交換器建屋

２号機海水熱

 
交換器建屋

１号機海水熱

 
交換器建屋

４号機

 
タービン

 
建屋

３号機

 
原子炉

 
建屋

３号機

 
タービン

 
建屋

２号機

 
原子炉

 
建屋

２号機

 
タービン

 
建屋

１号機

 
原子炉

 
建屋

１号機

 
タービン

 
建屋

防潮堤の設置

※緊急安全対策にて，土木学会指針による想定津波高さ5.2m＋不確定性９.5m＋地盤沈下0.7mを
考慮した高さ15.4mの防潮堤を設置
また，車両通過用開口からの浸水時でも原子炉建屋内に流入しないことを評価・確認済み

核物質防護上、一部マスキングを施しています

 

。
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電源車接続ルートの本設化完了

《その他４》緊急安全対策の実施状況（その４）

緊急時，高圧電源車と電源盤をつなぐ接続ルートについて本設化（平成２４年５月末完了）を，実施した。

被水による影響低減や高圧電源車との接続

 の信頼性向上を図った。

 

被水による影響低減や高圧電源車との接続

 の信頼性向上を図った。
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《今後の取り組み》
 

燃料移動の計画燃料移動の計画

■燃料移動（原子炉内から使用済燃料プールへの移動）
停止期間が長期に及ぶため，設備の維持管理の簡素化の観点から，平成26年度までに１～３号機の原子炉内の燃料を

使用済燃料プールへ移動する。

●２・３号機の燃料移動後，炉内に設置されているタイロッド※について，知見拡充を目的に点検を実施予定。

※タイロッド：シュラウドを上下方向に挟み込み締付け固定する支柱。

原子炉側燃料の引き抜き・吊り上げ状況 使用済燃料プールへの燃料移動状況 移動燃料の使用済燃料プールラック挿入状況

（写真は４号機の燃料移動）

号機 作業内容 平成25年度 平成26年度

（予定）燃料移動に必要な設備の点検

原子炉開放と燃料移動 （予定）

（予定）

（予定）

（予定）

（予定）

（完了）

（完了）

１号機

２号機

３号機

４号機 平成24年度に完了済み

燃料移動に必要な設備の点検

原子炉開放と燃料移動

燃料移動に必要な設備の点検

原子炉開放と燃料移動

燃料移動に必要な設備の点検

原子炉開放と燃料移動


